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なった。2007（平成 19）年 12 月の法改正では，介護福祉士の定義規定の見直しが行われ，介











条件下で黙認されていた。その後，平成 23 年 4 月5日「介護サ ビースの基盤強化のための介護
保険法等の一部を改正する法律」の法案の提出がなされ，平成 23（2011 年）6 月22日に法律が
公布され，「第 42 条第 1 項の登録を受け，介護福祉士の名称を用いて，専門的知識及び技術を
もって，身体上又は精神上の 障害があることにより日常生活を営むのに支障がある者につき心身


































これまでの 3 領域 新たに追加
領域 人間と社会 介護 こころとからだのしくみ 医療的ケア
教育 ・人間の尊厳と自立 ・介護の基本 ・発達と老化の理解 医療的ケア






















護福祉士養成課程においては，「医療的ケア」に対応した 50 時間の講義，シミュレ ターー を使った
演習からなる基本研修が加わることになった。演習としては口腔内吸引 5 回，鼻腔内吸引 5 回，
気管カニュ レー内部吸引 5 回，胃ろうまたは腸ろうからの経管栄養 5 回，経鼻からの経管栄養 5
回，救急蘇生法 1 回など，時間数の規定はないが実施回数が課せられている。例えば，演習 5
回で手引きの手順通りに実施できれば合格となり，合格できなければ合格できるまで演習を行うこと
になっている。また，基本研修演習の担当者には，介護教員研修修了者，医療的ケア教員研修
（7 時間）修了者，医師・保健師・助産師・看護師の有資格者，資格取得後 5 年以上の実務
経験を有する者と規定されている。
　実地研修では，口腔内吸引 10 回，鼻腔内吸引 20 回，気管カニュ レー内部吸引 20 回，胃ろ
















































り返し行うことが重要である。そのため，授業スケジュールを図 2，図 3 のように計画した。
回数 項　目 授業の工夫





6 安全な療養生活(3)（ヒヤリハット） 実習場面グループワ クー
7 安全な療養生活(4)（救急蘇生法） 消防署　救急法講習
8 安全な療養生活(5)（評価） 消防署　救急法講習














20 高齢者及び障がい児・者の「喀痰吸引」実施手順解説(1)（器具・器材のしくみ） 配付資料　DVD　シミュレ ターー
21 高齢者及び障がい児・者の「喀痰吸引」実施手順解説(2)（準備と設置） 配付資料　DVD　シミュレ ターー
22 高齢者及び障がい児・者の「喀痰吸引」実施手順解説(3)（観察） 配付資料　DVD　シミュレ ターー
23 高齢者及び障がい児・者の「喀痰吸引」実施手順解説(4)（吸引の技術と留意点）配付資料　DVD　シミュレ ターー
24 高齢者及び障がい児・者の「喀痰吸引」実施手順解説(5) 配付資料　ＤＶＤ　シミュレ ターー
25 高齢者及び障がい児・者の「喀痰吸引」実施手順解説(6)（報告・記録） 配付資料　DVD　シミュレ ターー
26 喀痰吸引（１）（口腔内演習）口腔内吸引（5 回以上）・ 配付資料　シミュレ ターー 　ビデオの振り返り
27 喀痰吸引（２）（鼻腔内演習）鼻腔内吸引（5 回以上）・ 配付資料　シミュレ ターー 　ビデオの振り返り
28 喀痰吸引（３）（気管カニュ レー内演習）気管カニュ レー内部（5 回以上） 配付資料　シミュレ ターー 　ビデオの振り返り
29 喀痰吸引評価（１）（口腔内・鼻腔内） 配付資料　シミュレ ターー


















　対象者：介護福祉専攻 2 年生 34 名
















対象者：男子 14 名　女子 20 名
アンケ トー実施日：2013 年 7 月13日
　「医療的ケアⅠ」の授業全体について教員による講義内容は役に立ったかに対して，「はい」と答






















































































































































対象者：男子 12 名　女子 19 名（＊アンケ トー実施日の出席により対象者数が変動）
実施日：2013 年 11 月26日
　後期では，「医療的ケア」の喀痰吸引の実施手順の演習をとおして技術の修得，評価合格にむ
けての演習の積み重ねを中心に授業を展開した。講義内容理解のための配付資料や視聴覚教






































（74％），「いいえ」と答えた学生が 2 名（7％），「どちらともいえない」が 6 名（19％）であった。
写真１　吸引チューブ挿入の体験 写真 2　実際に吸引の音を体験
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